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「琵琶湖の魚食魚ハスはなぜ減っているのか、漁獲減少を食い止められないのか」 
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演者は、コイ科には珍しい魚食魚である琵琶湖のハスについて、ハスの在/不在と湖岸の環境との

関連を解明すべく、研究を進めてきた。ハスの在/不在と湖岸の環境との関連を解明すべく、汀線の

すべての流入水路(河川を含む)においてハス釣りによる調査の実施を目指して、琵琶湖南西岸より

着手し（今村, 2014）、今村（2018）における生息ポテンシャルマップの提示によって一応の完成

を見た。ハスは漁獲減少が続いているが、その要因の究明は不十分である。体格の変化が先行研究

で示され（角田ほか, 2016）、餌不足が示唆されているが、汀線を歩いていてもアユ不足には見え

ない。ハビタットや捕食行動が違うため、オオクチバスとの直接競争に帰することも考えにくい

（Tsunoda et al, 2015）。 

 以上を踏まえ、2016年度以降の龍谷大学との共同研究によって、環境 DNAによる、遡上範

囲、遡上時期、などについて解明を進めてきた。これまでに種特異的なプライマー、プローブを

mtDNAの開発を行い（Yamanaka et al, 2018）、核 DNAについては種特異的なプライマー、プ

ローブを開発中である。  

 産卵遡上と産卵行動への制限が減少要因である可能性から、湖西地方で随一の産卵河川である

知内川において、目視と環境 DNAによる産卵遡上と産卵を詳細に検証した。その結果、5月から

遡上が始まり河口からの遡上範囲が 3 kmに及ぶこと、産卵行動が 7月後半に集中することなどが

解明された（Maruyama et al, accepted）。 

 2018年度はビデオ撮影を進め、産卵床の形成過程について、その流程における配置、季節変化

と時間変化、産卵行動の記録と解析を進めている。 

 以上のように基礎情報の蓄積は進んでいるが、本当の減少度合いはどれくらいなのだろうか？

生物量、産卵の場所や時期などについて、定量的な把握が必要であるが、これらは未解明である。

研究チームの規模に制約されているのが現状なので、研究者ネットワークの広がりも含め、保全を

現実化するための対策などについて参加者とともに議論したい。
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